
2006 年(
平成18年)
4/10 あだち 広報第1464 号

● 発 行/ 足 立区　 ● 編集/ 広 報課

〒120- 8510　 足 立区中央本町1- 17- 1

3880- 5111( 代)

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

足立区ホームページ携帯電話
向けサイトへのQR コードです
バーコード読み取り機能付き
携帯電話でご利用になれます

区長へのファクス　( FAX) 3880- 5678
あだち広報は毎月10日・25日、
ズームアップは奇数月発行
今 号 の

主 な 内 容

2
・
3
面

「団塊の世代」アン ケート調査
報告書まとまる/ 「環境教育基
本方針・実施計画」を策定

4
・
5
面

「高齢者保健福祉計画・第3 期介護保

険事業計画」/ 「足立区歩行喫煙防止
及びまちをきれいにする条例」公布

6
・
7
面

木造住宅などの耐震エ事に助
成/ 催し物案内

8
面

親子で作ろう「ちいき安全マ
ップ」/ 小学生の下校時に安
全放送を実施

竹ノ塚駅付近の鉄道
立体化実現に向け、
一歩前進しました
昨年3 月15日に起きた、東武伊勢崎線竹ノ塚駅南側の踏切で4 人の方が死

傷するという痛ましい事故から、1 年が経過しました。区はこの1 年、竹ノ
塚駅付近の鉄道立体化を区の最重要課題の1 つに位置付け、取り 組んできま
した。また、区が今年度行う鉄道立体化に向けての調査に、国の補助金が予
算化されるなど、竹ノ塚駅付近の立体化実現に向け、一歩前進しました。こ
れを受け、鈴木恒年区長は、立体化実現へ向け一層努力するとのコメントを
発表しました。区長コメント全文は、区のホームページでご覧いただけます。

竹ノ塚駅付近の鉄道立体化に関するお問い合わせは、
市街地整備・立体化推進室( 鉄道立体化) へ 　3880- 5484

駅
南
側
に
歩
道
橋
が
完
成

事
故
発
生
後
、
区
、
都
お
よ
び
東

武
鉄
道
は
、
国
土
交
通
省
の
協
力
を

得
て
、
4
つ
の
緊
急
踏
切
対
策
(
図
1

を
順
次
行
っ
て
き
ま
し
た
。

3
月
9
日
に
は
、
事
故
が
起
き
た

竹
ノ
塚
駅
南
側
の
踏
切
に
建
設
し
て

い
た
歩
道
橋
(
自
転
車
対
応
の
斜

路
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
)
の
使
用

を
始
め
ま
し
た
。
踏
切
遮
断
中
の
う

回
路
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

歩
道
橋
の
使
用
開
始
で
、
緊
急
踏

切
対
策
は
、
す
べ
て
完
了
し
ま
し
た
。

▲ 駅ホームの上を通るように設置された歩道橋には、エレベー
ターも設置。事故が起きた踏切( 手前) 内の自転車・歩行者通
行帯も拡幅されました。

▲
自
転
車
ご
と
乗
れ
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
歩
道
橋
に
付
設

竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架
化

促
進
連
絡
協
議
会
が
発
足

竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
高
架
化
早

期
実
現
ま
で
、
粘
り
強
く
運
動
を
続

け
る
た
め
、
昨
年
9
月
3
0日
、
足
立

区
議
会
鉄
道
高
架
化
促
進
議
員
連

盟
、
地
元
の
竹
ノ
塚
駅
鉄
道
高
架
化

早
期
実
現
の
会
、
お
よ
び
区
で
、

「
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架
化
促
進

連
絡
協
議
会
」
(
以
下
、
協
議
会
)

を
結
成
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄

道
高
架
化
に
よ
っ
て
踏
切
を
な
く
す

こ
と
、
お
よ
び
駅
東
西
の
一
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
促
進
を
め
ざ
し
、
昨

年
の
国
お
よ
び
都
、
今
年
2
月
の
東

武
鉄
道
、
東
京
メ
ト
ロ
な
ど
関
係
機

関
へ
の
要
請
、
区
民
の
方
へ
の
広
報

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
協
議
会
の
会
員
拡
大
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

鉄
道
立
体
化
早
期
実
現
に

向
け
て
の
取
り
組
み

□
立
体
化
に
向
け
、
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
ま
す

道
路
と
鉄
道
の
立
体
化
に
つ
い
て

技
術
的
な
検
討
を
行
う
た
め
、
昨
年

6
月
、
区
、
都
、
国
土
交
通
省
お
よ

び
鉄
道
事
業
者
で
「
竹
ノ
塚
駅
付
近

道
路
・
鉄
道
立
体
化
検
討
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
立
体
化
の
方
法
に
つ
い

て
、
事
業
の
費
用
対
効
果
や
ま
ち
づ

く
り
の
可
能
性
な
ど
、
様
々
な
視
点

か
ら
検
討
し
て
い
ま
す
。

□
竹
ノ
塚
駅
東
西
が
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り

区
は
、
交
通
の
円
滑
化
や
鉄
道
に

よ
る
市
街
地
の
分
断
解
消
な
ど
、
竹

ノ
塚
駅
付
近
の
東
西
が
I
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
に
は
、

鉄
道
の
立
体
化
が
最
適
と
考
え
て
い

ま
す
。

今
後
、
鉄
道
立
体
化
と
合
わ
せ
た

ま
ち
づ
く
り
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

□
連
続
立
体
交
差
事
業
の
採
択
基
準

が
拡
充

北
側
一
雄
国
土
交
通
大
臣
へ
の
要

望
活
動
が
実
り
、
国
の
1
8年
度
予
算

に
、
連
続
立
体
交
差
事
業
の
採
択
基

準
(
国
庫
補
助
か
認
め
ら
れ
る
た
め

の
基
準
)
の
拡
充
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
踏
切

は
、
連
続
立
体
交
差
事
業
の
採
択
基

準
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
採
択
基
準
の
拡
充

で
、
歩
行
者
や
自
転
車
交
通
の
多
い

生
活
道
路
の
踏
切
も
対
象
と
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
現
状
の
ま
ま
で
連
続

立
体
交
差
事
業
の
採
択
へ
の
道
が
開

か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区
で
は
今
年
度
、
国
が
予
算
化
し

た
補
助
金
を
受
け
て
、
連
続
立
体
交

差
事
業
調
査
を
行
い
ま
す
。

▲ 北側大臣への要望活動を行っ
た直後に、採択基準が拡充

□
立
体
化
の
財
源
確
保
「
足
立
区
竹

の
塚
鉄
道
立
体
化
資
金
積
立
基
金
」

昨
年
1
0月
の
区
議
会
で
、
竹
ノ
塚

駅
付
近
の
鉄
道
立
体
化
に
掛
か
る
費

用
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
6
0億

円
の
基
金
を
創
設
す
る
こ
と
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。区
は
1
7年
度
補
正
予

算
で
5
0億
円
を
基
金
に
積
み
立
て
、
1
8

年
度
当
初
予
算
に
も
1
0億
円
を
計

上
し
、
基
金
に
積
み
立
て
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

3
月
1
5日
、
事
故
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
た
め
、
協
議
会
は
事
故
発

生
時
刻
で
あ
る
午
後
4
時
5
0分

か
ら
、
竹
ノ
塚
駅
南
側
踏
切
で

黙
祷
、
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

図1　4 つの緊急踏切対策( 簡略図)

対策1: 歩道橋の設置
( 18年3 月完成)

自転車対応の斜路・エ
レベーターを併設

対策2: 踏切内の自転車・
歩行者通行帯の拡幅

( 17年6 月完成)
踏切の幅員を変えずに、両側を合
わせて通行帯を0. 7m 程度拡幅

対 策3: エレベ ー ターの 新設
( 17 年9 月完成)

車い す対応の エレ ベー ター
を1 基( 11 人 乗り) 新 設

対策4: 踏切道の拡幅
( 17年6 月完成)

踏切道の幅員を、両側を合わせ
て0. 4m程度拡幅

「就学援助等の現状と取り組み」
の報道機関説明会を開催しました

1 月3 日付け朝日新聞の就学援助の記事
以降、足立区の就学援助について複数の報
道がなされてきました。さらに3 月10日の
「文藝春秋4 月号」発行後、再度複数の報
道機 関から取材 依頼 が きてい ます。しか
し、これまでの一連の報道の中には、誤解
を招くようなものや、区施策の否定、さら
には区民 に大 きな失望 を与えるものもあり
ました。
そこで、区としては現状と取り組みを正

確かつ効率的に報道機関に伝えるため、報
道各社に対して、3 月24日に説明会を開催
しました。
また、あわせて出版社および執筆者に対

し、「文藝春秋4 月号掲載 ルポ下層社会に
対する足立区の見解」 を送付しました。
区では、今後も注視し、誤りがあ れば、

その 都度 正してい きたい と考 えておりま
す。区民の皆さんのご理解とご協力をお願
いします。 《広報課》

4月 の 区 役 所 休 日 開 庁 日 4 月23日(日)、午前9 時～午後4 時
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先着順 の受 け 付 け
は4月11日から

区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込 み記入例 】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

※申し込み先が本庁舎以外の
場合は、各記事中の住所へ

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載が無いものは無料

子
育
て
・
教
育

江
北
幼
児
教
室

日
程
=
4

月
2
8日
～
9
月
2
2日
の
間

で
毎
月
1
回
、
午
前
1
0時
～
一
1
1
一
時

対
象
=
1
6
年
H
月
～
1
7年
4
月
生
ま

れ
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
で
、
原
則

と
し
て
6
ヵ
月
間
続
け
て
参
加
で
き

る
方

内
容
=
親
子
遊
び
や
子
育
て

に
関
す
る
学
習
を
通
し
て
、
友
だ
ち

の
輪
を
広
げ
る

※
企
画
・
運
営
は

保
護
者
が
中
心

定
員
=
3
0
組
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

公
認
私
立
幼
稚
園
な
ど
に

通
う
園
児
の
保
護
者
に
補

助
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

…
保
護
者
・
園
児
が
区
内
の
住
民
登

録
地
(
外
国
人
登
録
地
)
に
居
住
し

て
い
て
、
保
育
料
・
入
園
料
を
納
め

て
い
る
/
同
一
生
計
者
の
1
8年
度
区

市
町
村
民
税
額
が
年
度
内
に
判
明
/

園
児
の
年
齢
が
満
3
～
5
歳
(
1
2年
4

月
2
日
か
ら
1
5年
4
月
1
日
の
間

に
生
ま
れ
た
園
児
。
ま
た
、
1
5年
4

月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
園
児
は
満
3

歳
の
誕
生
月
か
ら
対
象
)
/
保
護
者

お
よ
び
園
児
が
外
国
籍
の
場
合
、
在

留
資
格
・
一
年
以
上
の
在
留
期
間
が

あ
る

申
込
=
▽
区
内
園
に
在
籍
…

5
月
上
旬
に
幼
稚
園
で
配
付
さ
れ
る

申
請
書
を
記
入
し
て
、
幼
稚
園
に
提

出

▽
区
外
園
に
在
籍
…
4
月
中
に

学
務
課
に
問
い
合
わ
せ

補
助
金
額
=
1
8

年
度
区
市
町
村
民
税
所
得
割
課

税
額
で
算
出

問
先
=
学
務
課
助
成

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

就
学
援
助
・
就
学
奨
励
制
度

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
、
学
校
給
食
費
や
学
用
品

費
な
ど
の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に

対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す

る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
住
民
税
の

申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
審
査
が
で

き
ま
せ
ん
。
申
告
が
遅
れ
る
と
4
月

分
か
ら
の
支
給
審
査
が
で
き
ず
、
援

助
費
が
減
額
さ
れ
る
ほ
か
、
学
校
給

食
費
や
修
学
旅
行
費
な
ど
は
全
額
自

己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
心
身
障
害
学
級
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
に
、
保
護
者
の
負
担
能

力
に
応
じ
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
就
学
奨
励
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
先
=
▽
区
立
小
・
中
学
校
に
在
学

…
通
学
中
の
学
校

▽
そ
れ
以
外
の

方
…
学
務
課
助
成
係

問
先
=
学
務

課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

健
康
・
衛
生

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
等
=
相
談
に
よ
り
決
定

対
象

=
町
会
、
自
治
会
、
P
T
A

、
自
主

グ
ル
ー
プ
な
ど

内
容
=
簡
単
、
美

味
し
い
、
ヘ
ル
シ
ー
料
理
な
ど
、
知

っ
て
得
す
る
調
理
体
験
の
出
前
教

室
。
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
(
栄
養

改
善
推
進
員
)
と
一
緒
に
食
生
活
に

つ
い
て
楽
し
く
学
習
(
表
1
)

費

用
=
材
料
費
な
ど
実
費
負
担

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表1　 ふれあいクッキング内容等
思
春
期
・
う
つ
病

家
族
会
参
加
者
募
集

□
思
春
期
家
族
教
室

日
時
=
毎
月
第
3
木
曜
日
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=
引
き

こ
も
り
、
対
人
関
係
が
苦
手
な
ど
、

思
春
期
・
青
年
期
の
問
題
で
悩
む
家

族
に
よ
る
学
習
や
話
し
合
い

□
う
つ
病
家
族
教
室

日
時
=
毎
月
第
4
木
曜
日
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=
う
つ

病
の
方
が
い
る
家
族
に
よ
る
学
習
や

話
し
合
い―

―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中

央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

任
意
接
種
の
麻
し
ん
と
風

し
ん
を
公
費
負
担
し
ま
す

4
月
1
日
か
ら
、
麻
し
ん
と
風
し

ん
の
定
期
予
防
接
種
は
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
2
回
接

種
と
な
り
、
対
象
者
も
変
わ
り
ま
し

た
。
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
ど
ち
ら
か
が
接
種
済
み
の

場
合
、
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の

ど
ち
ら
か
一
方
が
未
接
種
の
子
ど
も

に
対
し
、
経
過
措
置
と
し
て
無
料
で

接
種
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
旧
予
診

票
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
実
施
期

間
=
4
月
1
日
～
1
9年
3
月
3
1日

対
象
=
1
歳
以
上
2
歳
未
満
の
子
ど

も

申
込
=
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
健
康
推
進
係
に
母
子
健
康
手
帳

を
持
参

※
接
種
は
医
療
機
関

問

先
=
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

ま
た
は
健
康
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

生
活
習
慣
病
予
防

(
消
化
器
)
健
診

今
年
度
中
に
4
5・
5
5・
6
5・
7
0歳

に
な
る
方
で
、
1
7年
度
に
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方

に
、
生
活
習
慣
病
予
防
(
消
化
器
)

健
診
の
申
込
書
を
年
2
回
に
分
け
て

送
付
し
て
い
ま
す
。
該
当
年
齢
で
1
7

年
度
中
に
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
直
接
誕
生
月

に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
送
付

日
=
4
月
下
旬

受
診
場
所
=
区
内

の
指
定
医
療
機
関
対
象
=
昭
和
1
1

・
1
6
・
2
6
・
3
6
年
の
4

月
か
ら
9

月
生
ま
れ
の
方

内
容
=

診
察

、
血

液

、
尿
な
ど
に
よ
る
生
活
習
慣
病
・

心
臓
・
肝
機
能
・
じ
ん
機
能
な
ど
の

検
査
お
よ
び
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
検
査

と
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
に
よ
る
胃
健

診

、
便
潜
血
反
応
検
査
に
よ
る
大
腸

が
ん
検
診

申
込
=

同
封
の
申
込
(

ガ
キ
に
切
手
を
貼
り

、
―

へ
郵
送

申
・
問
先
=

成
人
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

給
食
関
係
技
術
者
講
習
会

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

の
上
手
な
使
い
方
」

日
時
=
4
月
2
4日
㈲
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー

対
象
=
事
業
所
、
病
院
、
学

校
、
寄
宿
舎
、
児
童
・
社
会
福
祉
施

設
な
ど
の
給
食
管
理
者
、
栄
養
士
、

調
理
師
、
そ
の
他
調
理
作
業
関
係

者
、
在
宅
栄
養
士
ほ
か

講
師
と
咼

増
雅
子
氏
(
日
本
女
子
大
学
家
政
学

部
助
教
授
)

定
員
=
5
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

う
つ
病
家
族
教
室

日
程
等
=
表
3

対
象
=
家
族
の
う

つ
病
で
悩
ん
で
い
る
方

講
師
=
山

口
律
子
氏
(
う
つ
・
気
分
障
害
協
会

代
表
)

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

　
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

表2　 保健総合センター一覧

表3　 うつ病家族教室日程

※ いずれも第2 月曜日、時間は午後2
時～4 時

調
理
師
・
製
菓
衛
生

師
試
験
願
書
配
付
中

試
験
日
=
6
月
2
5日
㈲

配
付
場
所
=

区
役
所
、
足
立
保
健
所
、
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

申
込
=
都
庁
へ
郵
送

※
く
わ
し
く
は
願
書
を
参
照

申
し

込
み
期
間
=
4
月
2
4日
～
5
月
2
日

消
印
有
効

問
先
=
食
品
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

福

祉

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

(区
制
度
)
・
難
病
患
者

福
祉
手
当
の
定
例
払
い

1
7年
1
2月
～
1
8年
3
月
分
を
、
届

け
出
を
し
て
い
る
預
金
口
座
へ
4
月
2
1

日
ご
ろ
に
振
り
込
み
ま
す
。
問

先
=
障
害
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

ふ
れ
あ
い
遊
湯
う
(
4
～
6
月
)

場
所
等
=
表
4

対
象
=
お
お
む
ね

6
5歳
以
上
で
、
1
人
で
入
浴
で
き
る

方

費
用
=
▽
入
浴
料
・
:
2
0
0
円

▽

昼
食
代
…
5
0
0円程
度

※
弁
当
持
参

可

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
東

京
高
齢
協
の
ぞ
み

(
3
8
8
6
)
3
2
0
0

問
先
=
区
・
高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

表4　 ふれあい遊湯う場所一覧
( 4 ～6 月)

※いずれも時間は、午前10時～午後2 時
4月は17日月から開始

「
理
学
療
法
士
等
修
学
資

金
」
を
貸
し
付
け
ま
す

対
象
=
養
成
施
設
を
卒
業
後
、区
内

の
福
祉
施
設
、医
療
施
設
で
理
学
療

法
士
・
作
業
療
法
士
・
介
護
福
祉
士

と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
方

内
容
=
修
学
資
金
を
無
利
子
で
貸
し

付
け
(
卒
業
後
、
3
年
以
上
区
内
の

福
祉
施
設
な
ど
に
従
事
し
た
場
合
は

償
還
を
免
除
)

貸
し
付
け
限
度
額
=
3
6

万
円
(
年
額
)

定
員
=
1

人
(

選
考
)

申
込
=

所
定
の
申
込
用

紙
を
持
参
ま
た
は
、囹
}
‘へ
郵
送
(
申

込
用
紙
は
、
4
月
1
0
日
か
ら
高
齢

サ
ー
ビ
ス
課
で
配
付
)

期
限
=
4

月
2
1日
必
着

申
・
問
先
=
高
齢
調

整
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

石
綿
(
ア
ス
ベ
ス
ト
)
健
康
気

害
の
救
済
に
関
す
る
申
請
を
区
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

「
団
塊
の
世
代
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

1
7年
8
月
か
ら
行
っ
た
「
団
塊
の

世
代
」
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

つ
い
て
、
最
終
報
告
書
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
を
参
考
に
、「
団

塊
の
世
代
」
を
対
象
と
す
る
地
域
回

帰
推
進
事
業
を
行
い
ま
す
。
生
き
が

い
作
り
や
区
の
良
さ
を
発
見
で
き
る

総
合
講
座
、
事
業
型
N
P
O
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
業
す
る
た

め
の
実
践
講
座
を
企
画
す
る
予
定
で

す
。
※
報
告
書
は
、
窓
口
と
区
政

情
報
室
で
配
付
す
る
ほ
か
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ

ン
タ
ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

24時間医療機関案内「ひまわり」 　5272- 0303
※「ひまわり」とは、東京都保健医療情報センターの医療機関案内です。
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税
・
国
保
・
年
金

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
書

は
6
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

1
8年
度
の
住
民
税
が
決
定
す
る
6

月
に
、
年
間
の
国
民
健
康
保
険
料
を

計
算
し
ま
す
。
そ
の
金
額
を
6
月
納

期
分
か
ら
1
9年
3
月
納
期
分
ま
で

の
、
1
0回
に
分
け
て
納
め
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
料

の
4
・
5
月
の
納
付
は
あ
り
ま
せ

ん
。口

座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方

は
、
6
月
納
期
分
か
ら
を
、
指
定
の

口
座
か
ら
6
月
3
0日
に
引
き
落
と
し

ま
す
。
問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資

格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

特
別
障
害
給
付
金
制
度

対
象
=
平
成
3
年
3
月
以
前
に
学
生

だ
っ
た
方
、
ま
た
は
昭
和
6
1年
3
月

以
前
の
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど

に
加
入
し
て
い
た
方
の
配
偶
者
で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、
現

在
、
障
害
基
礎
年
金
I
・
2
級
相
当

の
障
害
に
該
当
す
る
方

※
障
害
年

金
受
給
中
の
場
合
は
対
象
外

支
給

額
=

▽
I
級
…
月
額
4
万
9
千
8
5
0円

▽
2
級
・
:月
額
3
万
9
千
8
8
0円

※

請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
。
認
定

の
審
査
と
支
給
事
務
は
社
会
保
険
庁

が
行
い
、
老
齢
年
金
な
ど
を
受
給
中

の
場
合
は
、
支
給
額
を
調
整
。
申

込
=
年
金
手
帳
を
窓
口
に
持
参
(
初

診
日
、
学
生
だ
っ
た
期
間
、
配
偶
者

の
年
金
番
号
な
ど
を
確
認
し
ま
す
)

申
・
問
先
=
年
金
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

表
5
に
該
当
す
る
方
は
1
4日
以
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
国
民
年
金

将
来
、
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、

受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
も
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
加
入
な
ど
の
届
け
出
に

は
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
・
確
認

が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

□
国
民
健
康
保
険

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な

い
方
に
医
療
を
保
障
す
る
制
度
で

す
。
該
当
す
る
方
は
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
(
生
活
保
護
受
給
中

の
方
、
在
留
期
間
が
1
年
未
満
の
外

国
籍
の
方
は
除
く
)
。

届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
、
保
険
料

は
退
職
日
の
翌
日
ま
で
(
最
長
2

年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
掛
か
り
ま
す

が
、
届
け
出
日
よ
り
前
の
医
療
給
付

は
、
原
則
と
し
て
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
ま
た
は
区
民

事
務
所

問
先
=
▽
国
民
年
金
…
年

金
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

▽
国
民
健
康
保
険
…
こ
く
ほ
年
金
課

資
格
賦
課
係(

3
8
8
0
)
5
2
4
0

表5　 国民年金・国民健康保険　手続きが必要な場合

※ 第1 号被保険者… 20歳以上60歳末満で、自営業者・農業者とその家族、学生、無職の人
※ 第2 号被保険者…国民年金の加入者のうち、民間会社員や公務員など、厚生年金や共
済年金に加入している人

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お

互
い
に
尊
重
し
、
支
え
合
い
な
が

ら
、
地
域
の
中
で
共
に
生
活
す
る
社

会
が
当
た
り
前
の
社
会
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い

い
、
広
く
社
会
に
定
着
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
念
で
す
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る
に
は
、様
々
な
障
壁
(
バ
リ
ア
)

を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
社
会
生
活
上
の
様
々
な
バ

リ
ア
を
取
り
除
こ
う
と
い
う
考
え
方

を
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と
い
い
ま
す
。

障
害
が
あ
る
人
に
配
慮
す
る
た
め

の
様
々
な
法
律
の
制
定
に
よ
り
、
道

路
や
駅
・
建
物
な
ど
の
物
理
的
な
バ

リ
ア
フ
リ
ー
は
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。し

か
し
、
つ
い
最
近
も
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
が
行
っ
た
、
違
法
な
改
築
工

事
な
ど
、
障
害
者
の
人
権
を
軽
視
し

た
事
例
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
障
害
者

に
対
す
る
差
別
や
偏
見
の
意
識
と
い

う
「
心
の
障
壁
(
バ
リ
ア
)
」
は
依

然
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

を
取
り
除
く
た
め
に
は
、
障
害
者
に

対
す
る
理
解
や
認
識
を
一
層
深
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

区
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
各
種
関
係

機
関
、
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
障
害

者
の
権
利
擁
護
、
相
談
・
支
援
体
制

の
充
実
に
努
め
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
行
き
渡
っ
た
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。《人

権
・
同
和
係

》

よ
り
良
い
地
球
環
境
を
未
来
へ

残
す
た
め
に

「
環
境
教
育
基
本
方
針
・

実
施
計
画
」
を
策
定

年
々
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
環

境
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考

え
、
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

区
で
は
、
個
人
、
地
域
、
団
体
、

学
校
な
ど
の
様
々
な
主
体
と
共
に
環

境
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
、「
環
境
教
育
基
本
方
針
・
実
施

計
画
」
を
作
り
ま
し
た
(
概
要
版
を

環
境
推
進
課
で
配
付
)
。

新
た
な
I
歩
を
踏
み
出
し
、
子
ど

も
や
孫
た
ち
の
世
代
に
豊
か
な
地
球

環
境
を
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。

□
6
本
の
基
本
方
針

区
の
特
色
と
現
状
を
踏
ま
え
て
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
と
、
各

主
体
に
担
っ
て
も
ら
う
役
割
を
示
し

ま
し
た
。

①
環
境
情
報
の
整
備
・
活
用

②
人
づ
く
り
と
そ
の
活
用

③
活
動
の
場
・
拠
点
づ
く
り
と
そ
の

活
用

④
学
校
・
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る

取
り
組
み
の
推
進

⑤
協
働
の
取
り
組
み
を
継
続
・
活
性

化
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

⑥
共
通
基
盤
と
な
る
条
件
整
備
の
推

進
□
協
働
で
取
り
組
む
3
つ
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

▽
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
人
材
バ

ン
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

区
内
の
環
境
活
動
の
事
例
や
、
環

境
保
全
活
動
、
環
境
教
育
を
行
う
際

に
核
と
な
る
人
材
情
報
を
集
め
、
そ

れ
ら
を
使
い
や
す
い
よ
う
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
、
情
報
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

▽
環
境
活
動
に
取
り
組
む
一
斉
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

省
エ
ネ
や
節
水
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
な
ど
、
環
境
活
動
に
区
全
体
で
取

り
組
む
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
毎
年
定
期

的
に
行
い
ま
す
。

▽
環
境
活
動
を
促
す
エ
コ
ネ
ッ
ト
の

仕
組
み
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

レ
ジ
袋
の
辞
退
や
緑
化
活
動
、
環

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な

ど
、区
が
推
奨
し
て
い
る
環
境
向
上

の
取
り
組
み
を
行
い
「
得
点
」
を
集

め
、
そ
の
得
点
を
エ
コ
グ
ッ
ズ
な
ど

と
引
き
換
え
る
と
い
っ
た
、
全
区
的

な
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
環
境
推
進
課
計
画

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

屋
上
緑
化
な
ど
の
助
成
制
度
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
(
千
住
地
域
)

「
花
と
芸
術
の
ま
ち
」
(
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
)
を

進
め
る
た
め
、
千
住
の
美
化
推
進
地

域
お
よ
び
周
辺
地
域
で
建
築
物
緑
化

(屋
上
・
壁
面
緑
化
工
事
)
を
行
う

方
へ
助
成
を
し
ま
す
。
申
し
込
み
方

法
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く

り
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
8
8

エ
コ
ラ
イ
フ
の
ヒ
ン
ト
が
い

っ
ぱ
い
「
あ
だ
ち
再
生
館
」

あ
だ
ち
再
生
館
で
は
、
洋
服
の
リ

フ
ォ
ー
ム
や
自
転
車
の
手
入
れ
な

ど
、
様
々
な
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。ま

た
、
あ
だ
ち
再
生
館
内
に
あ
る

再
生
館
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
日
用
品
・

再
生
家
具
・
自
転
車
な
ど
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
1
月
、
8
月
を

除
く
毎
週
日
曜
日
に
は
、
ミ
ニ
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
(
出
店
料
無
料
)

を
開
い
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=

あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
・
祝
日
休
館
)

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容

器
購
入
の
補
助
金
を
増
額
し
ま
す

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
生

ご
み
を
減
量
す
る
た
め
に
、
家
庭
で

使
用
す
る
生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ

ス
ト
化
容
器
を
購
入
す
る
場
合
に
交

付
す
る
補
助
金
を
増
額
し
ま
す
。

補
助
金
額
=
上
限
2
万
5
千
円

※

補
助
金
額
は
購
入
価
格
(
税
込
)
の

半
額
以
下
。
補
助
金
の
交
付
に
は
条

件
が
あ
る
た
め
、
必
ず
購
入
前
に
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
・
問
先
=

環
境
推
進
課
普
及
啓
発
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン

タ
ー
が
解
散
し
ま
し
た

商
業
集
積
の
整
備
を
め
ざ
す
会
社

と
し
て
設
立
さ
れ
た
株
足
立
都
市
活

性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
新
た
な
収

入
源
が
見
込
め
な
い
た
め
、
3
月
末

を
も
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

こ
の
解
散
に
伴
い
、
中
心
的
役
割

を
担
っ
て
き
た
「
T
M
O
(
タ
ウ
ン

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
関
)
」
の
認
定

を
取
り
消
し
ま
し
た
。
新
た
な
T
M
O

の
認
定
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
問
先
=
商
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
5

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

新
規
団
員
募
集

対
象
=
▽
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
…
小
学

2
～
4
年
生
男
女
▽
シ
ニ
ア
ク
ラ

ス
…
小
学
5
・
6
年
生
男
女
、
中
学
1

年
生
女
子

▽
準
団
員
…
小
学
1

年
生
男
女

指
導
者
=
薬
師
神
武
夫

氏
(
日
本
少
年
少
女
合
唱
連
盟
理
事

長
)

費
用
=

▽
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス

…
千
5
0
0円

▽
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
…
3

千
円

▽
準
団
員
…
千
円

※
い
ず

れ
も
月
額
。
そ
の
ほ
か
制
服
代
な
ど

練
習
場
所
=
▽
火
曜
日
…
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
イ
・
こ
ど
も
科
学
館

▽
金
曜

日
・
:
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

※
練
習

開
始
は
、
い
ず
れ
も
午
後
5
時
3
0分

申
込
=
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
練

習
日
に
持
参
(
保
護
者
同
伴
)

※

申
込
用
紙
は
、
文
化
支
援
係
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
住
区
セ
ン
タ
ー
で

配
付
　
問
先
=
文
化
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

▲ あなたも一緒に素敵なハーモ
ニーを

おわびと訂正　あだち広報18年3 月25日号1 面「4 月オープン あだち産業芸術プラザ」の表1 に誤りがありました。おわびして訂正します。
【正】4 月17日の区民施設見学会では、天空劇場の見学はできません。 問先= 創業支援係 　3870- 8400
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自立し支えあいながら
安心して暮らしたい

区は、区民が住み慣れた地域で誇りを持ち、人生を実り豊かに過ごせ、活力を持ち続けられる地
域社会を作っていく責任があります。この地域社会の実現のため、「高齢者保健福祉計画」「介護保
険事業計画」を3 年ごとに見直しています。今回、18年度から20年度の計画をまとめましたので、
概要をお知らせします。計画は、介護保険サービスの利用状況、2つの計画についてのパブリック
コメント、地域保健福祉推進協議会の審議など、皆さんの意見を反映して作りました。今後、この
計画に沿って高齢者の方への福祉サービスを充実させていきます。 ※ 計画書は、区政情報室で有
償頒布するほか、区のホームページでもご覧になれます。HP　ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

高齢者保健福祉計画の施策体系

□ 高齢者の健康を保ち、介護予防を進める

△ 生涯を通じた区民の健康づくりを進める
・「健康あだち21行動計画」の推進
・地域健康づくりの推進
・生活習慣病の予防
・保健・医療情報の整備と提供
△ 介護予防を進める
・要支援・要介護者の介護度進行防止の支援
・虚弱高齢者の介護予防を支援
・一般高齢者の介護予防を支援
・認知症予防や正しい知識の啓発

□ 元気高齢者の交流・連携の場を増やす

△ 高齢者の社会参加を進める
・社会参加の機会を設置
・生涯学習の推進
・生涯スポーツ活動の推進
・就労を支援

□ 高齢者の在宅生活を支援する

△ 在宅サービスの展開
・日常生活の支援
・訪問サービスの支援
・緊急時の対応システムを整備
△ 高齢者向け住宅を確保
・住宅の確保
・民間賃貸住宅の供給
・住み替え・住宅改修の支援
△ 高齢者対応型のまちづくり
・高齢者の立場に立った総合的なまちづくり
・公共的建築物の整備
・生活環境の整備
・公共交通機関の整備

□ 高齢者が介護を受けられる施設を増やす

△ 福祉施設を整える
・在宅サービス施設の整備
・入所・居住系施設の整備

□ 介護保険を通じてサービスを提供する

□ 福祉サービスの質を高めていく

△ 利用者の権利擁護と苦情を解決
・権利擁護センターあだちの運営
△ ザービスの評価制度を進める
・福祉サービスの第三者評価を推進
△ 介護保険と一般施策が連携したサービスの提
供

・関係部門・機関との連絡調整
・公平・公正な負担
△ 人材の育成と資質の向上

□ サービス提供を支える仕組みを作る

△ 情報提供と相談体制の強化
・情報提供の推進
・地域包括支援センターの整備
・相談機能の強化
・各種サービスのコーディネート
△ 多様な事業主体の参入機会を進める
△ 地域の相互援助体制
り目互支援活動システム作り
・関係機関・団体との連携強化
・足立あんしんネットワークの拡大
・家族の支援
△ 保健福祉教育を進める
・就学前・学校教育・社会教育における保健福祉
教育の推進
△ 幅広いボランティア活動を支援
・ボランティアを育成・支援
・ボランティア活動支援体制の支援
△ 特別養護老人ホーム入所調整

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

お
問
い
合
わ
せ
は
、高
齢
調
整
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

計
画
の
名
称
を

変
更
し
ま
し
た

従
来
の
老
人
保
健
福
祉
計
画
に
つ

い
て
、
内
容
を
「
介
護
予
防
シ
ス
テ

ム
」「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」「
高

齢
者
の
虐
待
問
題
」
な
ど
、
様
々
な

課
題
に
応
じ
た
も
の
に
改
め
、
名
称

も
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
変
更
し

ま
し
た
。

高
齢
者
の
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
ま
す

区
の
「
基
本
構
想
」
と
「
高
齢
社

会
対
策
基
本
条
例
」
の
理
念
を
踏
ま

え
、
将
来
の
人
口
・
社
会
構
造
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に

重
点
を
お
い
て
計
画
し
ま
し
た
。

▽
高
齢
者
が
働
く
意
欲
や
活
躍
の
場

を
持
ち
、
積
極
的
に
社
会
参
加
で

き
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
公
正
で

活
力
あ
る
地
域
社
会
に
す
る
。

▽
高
齢
者
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
介
護
予
防
を
進
め
、
だ
れ

も
要
介
護
者
に
な
ら
な
い
た
め
の

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
。
要
介
護

者
に
な
っ
て
も
、
状
態
の
改
善
や

悪
化
防
止
に
取
り
組
む
。

▽
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
た
め
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
り
、
自
立
し
た
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
共

に
、
施
設
介
護
も
充
実
さ
せ
る
(

表
1
)
。

▽
利
用
者
が
自
分
に
適
し
た
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
る
よ
う

情
報
を
提
供
し
、
か
つ
事
業
者
の

サ
ー
ビ
ス
改
善
を
促
進
す
る
た

め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
第

三
者
評
価
へ
の
参
加
を
促
す
。

▽
介
護
を
し
て
い
る
家
族
の
負
担
が

過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
、社
会
全

体
で
高
齢
者
介
護
を
担
う
体
制
を

強
化
す
る
。た
と
え
要
介
護
状
態

に
な
っ
て
も
、自
分
の
意
思
で
自

分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

地
域
に
密
着
し
た
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
1
に「
あ
だ
ち
あ
ん
し
ん
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
通
じ
て
高
齢
者

の
尊
厳
を
支
え
る
ケ
ア
を
め
ざ
す
。

▽
高
齢
者
へ
の
虐
待
や
高
齢
者
を
狙

っ
た
悪
質
商
法
な
ど
の
課
題
に
対

し
、
虐
待
防
止
へ
の
総
合
的
な
取

り
組
み
や
判
断
能
力
の
不
十
分
な

方
へ
の
支
援
な
ど
を
強
化
す
る
。

▽
自
助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
福
祉
の
仕
組
み
を
進
め

る
中
、サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
適
正
・
公

平
に
す
る
。
事
業
者
自
身
の
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
苦
情
対
応
や
向
上

支
援
の
た
め
、民
間
事
業
者
な
ど

と
の
協
働
体
制
を
強
化
す
る
。

表1　 主要施設整備計画目標数値

輝
き
続
け
る
人
生
を

送
る
た
め
に

区
は
今
後
も
高
齢
者
が
個
人
の
潜

在
能
力
を
生
か
し
、
高
齢
社
会
を
支

え
る
一
員
と
し
て
、
就
業
や
様
々
な

社
会
参
加
の
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

第
3
期
介
護
保
険
事
業
計
画

お
問
い
合
わ
せ
は
、介
護
保
険
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
7

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

～
予
防
を
重
視
～

介
護
保
険
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
自
立
支
援
」
を
徹
底
す
る
た
め
、

要
支
援
1
・
2
(
表
2
)

と
認
定
さ

れ
た
方
を
対
象
に
、
既
存
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
な
ど

を
見
直
し
ま
し
た
。

新
た
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
運
動
器
の
機
能
向
上
、
囗
く
う
機

能
の
向
上
、
栄
養
改
善
な
ど
を
導
入

し
ま
す
(
表
3
)
。

病
気
な
ど
を
予
防
し
、
要
支
援
者

や
要
介
護
者
に
さ
せ
な
い
、
な
ら
な

い
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

表2　 要支援1 ・2 、要介護1 の状態例

表3　 主なサービス・給付費・事業費の推計 単位: 百万円

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
～

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
部
の
サ
ー

ビ
ス
を
除
い
て
必
要
量
を
供
給
で
き

る
見
込
み
で
す
(
表
3
)
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
で
き
る
よ
う

、
新
た
に
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
ま
す
(
表
3
)
。

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
し
て
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
認
知
症
高

齢
者
専
用
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
夜
間
対

応
型
訪
問
介
護
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
区
が
事
業
者

を
指
定
し
、
指
導
を
し
な
が
ら
、
原

則
と
し
て
区
民
の
み
が
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
、区
が
サ
ー
ビ
ス
量
を
定

め
て
い
き
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ヘ

今
ま
で
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
き
た
、
公
正
・
中
立
な
立

場
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
総
合
相

談
、
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
包

括
的
・
継
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
を
行
う
中
核
機
関
と
し
て
、
新
し

く
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス

～
認
知
症
に
対
応
す
る
～

介
護
保
険
の
3
施
設
(
介
護
老
人

福
祉
・
老
人
保
健
・
療
養
型
医
療
)

に
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
な

ど
を
加
え
、
2
7年
度
ま
で
の
高
齢
者

数
の
増
加
率
の
推
計
を
も
と
に
、
2
0

年
度
の
入
所
者
数
を
4
千
2
2
5
人
と
見

込
み
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
細
分
化

と
徴
収
方
法
の
見
直
し

被
保
険
者
の
負
担
能
力
の
適
切
な

反
映
の
た
め
、
保
険
料
の
段
階
を
8

段
階
に
し
、
低
所
得
の
方
に
配
慮
す

る
と
共
に
、
税
制
改
正
に
よ
り
影
響

を
受
け
る
方
に
経
過
措
置
を
設
け
て

い
ま
す
(
表
4
)
。

ま
た
、
徴
収
方
法
も
見
直
し
、
特

別
徴
収
の
対
象
を
遺
族
年
金
と
障
害

年
金
に
広
げ
る
と
共
に
、
特
別
徴
収

対
象
へ
の
移
行
時
期
を
年
6
回
(
現

行
年
I
回
)
と
し
ま
す
。

な
お
、
第
1
号
被
保
険
者
保
険
料

は
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
な
ど
の
推
計

(表
3
)
を
基
算
出
し
ま
す
が
、
第

3
期
に
お
け
る
保
険
料
は
、
基
準
月

額
で
4
千
3
8
0
円
と
な
り
ま
す
。

表4　 介護保険料の多段階化・生活困難者対策および保険料

「
足
立
区
歩
行
喫
煙
防
止
及
び
ま
ち
を
き
れ
い

に
す
る
条
例
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た

改
正
前
の
「
足
立
区
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
条
例
」
の
喫
煙
に
関
す
る

条
文
で
は
、「
歩
行
中
の
喫
煙
を
し

な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
、
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
に

頼
っ
て
い
ま
し
た
。

4
月
1
日
に
改
正
さ
れ
た
「
足
立

区
歩
行
喫
煙
防
止
及
び
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
条
例
」
は
、
新
た
に
喫
煙

に
対
し
て
の
ル
ー
ル
・
罰
則
を
設

け
、
美
し
く
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す

。

【
1
0月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
主
な

改
正
内
容
】

▽
公
共
の
場
所
で
の
歩
行
喫
煙
を
禁

止
し
ま
す

公
共
の
場
所
と
は
、
区
内
の
道

路
、
公
園
、
河
川
、
広
場
そ
の
他
公

共
の
用
に
供
す
る
場
所
(
屋
外
に
限

る
)
を
指
し
ま
す
。

▽
禁
煙
特
定
区
域
を
指
定
し
ま
す

た
ば
こ
の
火
に
よ
る
危
険
や
、自

ら
の
意
思
に
反
し
て
煙
を
吸
わ
さ
れ

る
「
受
動
喫
煙
」を
な
く
し
、多
く

の
人
が
快
適
に
過
ご
せ
る
生
活
環
境

を
作
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
た
区
域
を
「
禁
煙
特
定
区
域
」

に
指
定
し
ま
す
。禁
煙
特
定
区
域
内

で
は
、喫
煙
で
き
ま
せ
ん
。禁
煙
特

定
区
域
は
規
則
で
定
め
ま
す
。

▽
罰
則
を
適
用
し
ま
す

禁
煙
特
定
区
域
内
で
喫
煙
し
た
場

合
、
2
万
円
以
下
の
過
料
に
処
さ
れ

ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
地
域
活
動
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

「
明
る
い
選
挙

推
進
活
動
」
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

「
明
る
い
選
挙
推
進
活
動
」は
、話

し
合
い
を
通
じ
て
、
政
治
に
対
す
る

関
心
を
深
め
る
運
動
で
す
。
こ
の
運

動
を
通
じ
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
し
っ
か

り
身
に
付
け
、
政
治
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
認
識
を
持
つ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

区
で
は
、
現
在
1
2
5人
の
方
を
「
明

る
い
選
挙
推
進
委
員
」
と
し
て
委
嘱

し
、
地
域
で
皆
さ
ん
と
の
話
し
合
い

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
呼
び
掛
け

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

選
挙
管
理

委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

4 月15日からの青少年センター施設
利用案内( ギャラクシティ内)
問先= 青少年センター管理支援係　 　5242- 8162

□ 開館時間
午前9 時～午後9 時30分( 受け付けは午後8 時まで)

□ 休館日
毎月第2 月曜日( 祝日の場合は翌平日) / 総合点検日( 9 月と3

月の3 日間、あだち広報などでお知らせする予定) / 年末年始( 12
月28日～1 月4 日)

□ 青少年センター施設使用料金一覧 ( 単位: 円)

□ 予約方法ほか( レクホール・音楽室)
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先着順 の 受け付け
は4月11日から

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込 み記入例 】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は 申 し込み係名など)

※ 申し込み先が本庁舍以外の

場合は、各記事中の住所へ

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載が無いものは無料

人
材
募
集

区
立
幼
稚
園
教
員
採
用
候
補
者

対
象
=
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
方
で
、
幼
稚
園
教
諭
普
通
免

許
有
資
格
者
ま
た
は
、
1
9
年
4
月
1

日
ま
で
の
取
得
見
込
者
勤
務
場
所
=

東
京
2
3
区
の
区
立
幼
稚
園
申
込
=

郵
送
ま
た
は
持
参
期
限
=
▽
郵

送
…
5
月
8
日
消
印
有
効
▽
持
参

…
5
月
‥
1
1
一
日
一
次
選
考
(
筆
記
試

験
)
=
7
月
9
日
日
選
考
案
内
の

配
付
場
所
・
申
・
問
先
=
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会

〒
1
0
2・
0
0
7
2

千
代
田
区
飯
田
橋
3
-
5
-
I

東
京
区
政
会
館

(
5
2
1
0
)
9
7
5
1

問
先
=
区
・
人
事
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
4
6
5

区
立
保
育
園
臨
時
職
員
な

ど
の
登
録
者

対
象
=
保
育
園
の
業
務
に
関
心
が
あ

る
方
勤
務
内
容
=
保
育
園
の
保
育

補
助
な
ど
の
業
務
勤
務
条
件
=
▽

欠
員
パ
ー
ト
・
:
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
1
5
分
の
間
で
6
時
間
程
度
　

(
各
園
で
指
定
)
▽
朝
夕
保
育
・
:

午
前
7
時
3
0
分
～
1
0
時
、お
よ
び
午

後
4
時
～
6
時
3
0
分
の
間
で
2
～
4

時
間
報
酬
=
▽
欠
員
パ
ー
ト
・
:
時

給
8
2
0円

▽
朝
夕
保
育
…
時
給
8
7
0円

※
交
通
費
は
日
額
3
6
0円
を
限
度
に
支

給
採
用
=
補
充
時
に
該
当
者
へ
連

絡
し
、
該
当
保
育
園
で
面
接
申
込
=

電
話
申
・
問
先
=
保
育
管
理
係
　
　
　

(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

住

宅

住
宅
専
門
相
談

□
建
築
士
に
よ
る
住
ま
い
の
相
談

日
程
=
毎
月
第
2
水
曜
日
対
象
=

区
内
在
住
の
方
内
容
=
住
ま
い
全

般
(
新
築
、
建
て
替
え
、
増
築
、
リ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
)
に
関
す
る
相
談

□
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
に
よ
る
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
相
談

日
程
=
毎
月
第
3
水
曜
日
対
象
=

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
・
居
住

者
内
容
=
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維

持
管
理
、
建
替
え
な
ど
に
関
す
る
相

談

―
―
い
ず
れ
も
―
―

時
間
=
午
後
2
時
～
4
時
申
込
=

相
談
日
前
日
ま
で
に
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
で
予
約
場
・
申
・

問
先
=
住
宅
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9
　
　
　

剔
(
3
8
8
0
)
5
6
0
5

H
j
u
u
t
a
k
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

木
造
住
宅
な
ど
の
耐
震
化

を
支
援
し
ま
す

地
震
発
生
時
の
家
屋
倒
壊
か
ら
皆

さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

は

、「
建
築
物
の
耐
震
化
」
が
一
番
効

果
的
で
す
。

区
で
は
現
在
の
住
宅
の
耐
震
化
率

6
3
%
を
2
7
年
度
ま
で
の
1
0
年
間
で
、

9
0
%
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
4
月
か
ら
木
造
・
共
同
住
宅
な
ど

を
耐
震
化
す
る
た
め
の
工
事
に
つ
い
て

助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
(
表
1
)
。
問

先
=
耐
震
相
談
係(

3
8
8
0
)
5
3
1
7

表1　 耐震化対策のための助成一覧

※いずれも申請前に着手した場合は、助成を受けられません。くわしい助成要件・手続
きなどは事前にお問い合わせください。
※重度身体障害者とは、下肢または体幹に係る機能障害の程度が3 級以上の方です。

土
地
・
建
物
・
道
路

都
市
計
画
の
告
示

□
東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
千
住
三

丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決
定
、
東
京

都
市
計
画
高
度
地
区
の
変
更

区
域
=
千
住
二
～
四
丁
目
各
地
内

□
東
京
都
市
計
画
公
園
新
田
公
園
の

変
更

区
域
=
新
田
三
丁
目
地
内

―
―
い
ず
れ
も
―
―

告
示
日
=
3
月
3
1
日
問
先
=
都
市

計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

建
設
工
事
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

建
設
工
事
統
計
調
査
は
、
国
土
交

通
省
が
行
う
指
定
統
計
調
査
で
す
。

区
内
の
お
よ
そ
3
0件
の
事
業
所
が

対
象
で
、
調
査
事
項
は
工
事
受
注
高

や
そ
の
内
容
な
ど
で
す
。

対
象
事
業
所
に
は
、
4
月
中
旬
に

通
知
を
送
り
ま
す
。
ま
た
、
7
月
に

は
、
多
く
の
建
設
事
業
所
が
対
象
と

な
る
調
査
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
併

せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
統
計
係(

3
8
8
0
)
5
2
5
1

電
波
の
受
信
障
害
対
策

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
な
ど
が

近
隣
へ
の
電
波
障
害
対
策
の
た
め
に

設
置
し
て
い
る
既
存
の
共
同
受
信
施

設
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
対
策

へ
切
り
替
え
る
場
合
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
れ
ば
経
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
対

策
で
は
、
東
京
タ
ワ
ー
か
ら
送
信
さ

れ
て
い
る
地
上
波
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の

み
を
補
償
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=

紛
争
調
整
係(

3
8
8
0
)
5
9
4
5

財
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

(
3
8
8
0
)
5
7
1
0

催

し

物

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

日
時
=
4
月
2
2
日
出
、
午
後
2
時

対
象
=
幼
児
以
上
※
幼
児
は
保
護

者
同
伴
。
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子

も
来
て
く
だ
さ
い
。
内
容
=
春
の
ミ

ニ
運
動
会
申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ
場
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童
館
　
　
　

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

青
少
年
セ
ン
タ
ー
か

ら
お
知
ら
せ

□
こ
ど
も
・
ゆ
め
・
ク
ラ
ブ
「
ゆ
め

広
場
」

日
時
=
4
月
2
2
日
倒
、
午
後
2
時
～

4
時
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

子
ど
も
科
学
館
対
象
=
小
学
4
年

生
～
中
学
生
(
小
学
3
年
生
は
保
護

者
同
伴
で
参
加
可
)
内
容
=
レ
ス

キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
模
型
の
組
み
立
て

と
競
技
申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

□
め
ざ
そ
う
地
域
の
星
「
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

子
ど
も
会
な
ど
の
地
域
で
中
心
と

な
り
活
躍
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
研
修
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
(

表
2
)
。

□
夏
休
み
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
募

集対
象
=
区
内
少
年
団
体
な
ど
(
利
用

者
1
5
人
に
つ
き
、
教
育
委
員
会
指
定

講
座
「
H
O
W
T
O
キ
ャ
ン

プ
」
修
了
者
1
人
が
必
要
)
場
所

等
=
表
3
利
用
期
間
=
7
月
2
3
日

～
8
月
3
1
日
申
込
=
(
ガ
キ
に
代

表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

団
体
名
、
希
望
コ
ー
ス
を
明
記
※

重
複
申
し
込
み
は
無
効
期
限
=
5

月
1
9日
必
着
(
抽
選
、
受
け
付
け
な

ど
は
、
5
月
2
7日
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

イ
・
こ
ど
も
科
学
館
で
行
い
、
欠
席

者
は
抽
選
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
青
少
年
事
業
係
〒

潟一
・
〇
〇〇
4
n
乙
栗
原
1
-

り
J
-
I
　
　
　

(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

表2　 ジュニアリーダー研修会日程等

※ 申し込み方法など、くわしくはお問い合わせください。

表3　 区内少年キャンプ場申し込み希望コース一覧

※ 日程の時間帯= △ 1 泊2 日… 午後1 時～翌日午前11時 △ 日帰り
…午前11時～午後9 時

佐
野
・
大
谷
田
・
大
谷
田
谷
中
・

神
明
児
童
館
合
同
劇
団
公
演

日
時
=
4
月
2
2
日
出
、
午
後
2
時

場
所
=
佐
野
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
=
出
し
物
(
キ
ラ
リ
ン
)
/
ば

け
も
の
っ
か
い
(
劇
団
ど
ん
が
ら

座
)
※
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子

も
一
緒
に
公
演
を
楽
し
め
ま
す
。

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ
問
先
=

佐
野
住
区
セ
ン
タ
ー
児
童
館

(
3
6
2
8
)
3
2
7
7

老
人
会
館
の
手
芸
教
室

(
前
期
分
)

日
時
=
5
～
7
月
ま
で
の
第
2
・
4

土
曜
日
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0分

対
象
=
6
0
歳
以
上
の
区
民
内
容
=

ち
ぎ
り
絵
/
手
さ
げ
袋
/
小
物
※

I
種
類
の
み
の
申
し
込
み
不
可
定

員
=
3
0
人
(
抽
選
)
費
用
=
教
材

費
一
部
負
担
申
込
=
往
復
(
ガ
キ

で
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
期
限
=
4

月
1
7
日
必
着
※
現
在
受
講
中
の
方

や
ほ
か
の
教
室
を
受
講
中
の
方
の
申

し
込
み
不
可
場
・
申
・
問
先
=
老

人
会
館

〒
1
2
1
・
0
8
1
2
西
保
木

間
4
1
9
-
I(

3
8
5
9
)
9
7
3
2

4 月の休日納税・納付相談

日時=4 月23 日(日)、午前9 時～午
後4 時 問先= 納税相談係

3880- 5236
納税課徴収推進係 　3880- 523 7
こくほ年金課納付相談係

3880一5243
介護保険課収納管理係

3880- 5744
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足
立
の
民
謡
を
広
め
る
会

日
時
=
4
月
1
6日
㈲
、
午
前
9
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
千
住
節
/
保

木
間
節
ほ
か

出
演
=
足
立
区
民
謡

団
体
連
盟

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
=
文
化
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

プ
チ
展
示
「
日
暮
里
・
舎
人

線
」建
設
地
点
の
発
掘
調
査

日
時
=
4
月
2
2日
～
6
月
1
8日
、
午

前
1
0時
～
午
後
4
時

内
容
=
見
沼

代
親
水
公
園
駅
(
仮
称
)
駅
前
広
場

で
発
見
さ
れ
た
古
墳
時
代
の
出
土
遺

物
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
伊
興
遺
跡
公
園

(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

「
区
展
4
0
周
年
記
念
」
作
品
募
集

日
程
等
=
表
4

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費
用
=
全

部
門
I
点
に
つ
き
2
千
円

※
中
学

生
以
下
・
障
害
者
の
方
は
無
料
0
そ

の
ほ
か
、
出
品
規
定
に
つ
い
て
は
申

込
書
を
参
照

申
込
=
出
品
作
品
と

記
入
し
た
申
込
書
を
作
品
搬
入
日
に

直
接
会
場
に
持
参

※
申
込
書
は
、

文
化
支
援
係
、地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、

住
区
セ
ン
タ
ー
で
配
付

問
先
=
文

化
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

表4　 足立区展作品受付日程

※展覧日時の最終日は、午後5 時まで。場所はシアター1010・ギャラリー。作品の搬入・搬出の際は、車での来場はできません。

あ
だ
ち
女
性
大
学
(
全
2
0回
)

日

程

等
=

表
5

場

所
=

エ

ル

ー
ソ

フ

ィ

ア

対

象
=

区

内

在

住

・
在

勤

・
在

学

の

女

性

定

員
=
4
0

人
(

抽

選
)

※

資

料

代

な

ど

は

、
実

費

負

担

申

込
=

往

復
(

ガ

キ

、

フ

ァ

ク

ス

、E

メ

ー

ル

で

、
住

所

、
氏

名

、

年

齢

、
電

話

番

号

、
応

募

動

機

、
「
あ

だ

ち

女

性

大

学

」
希

望

を

連

絡

※

保

育

あ

り

。6

ヵ

月

以

上

就

学

前

ま

で

。
定

員
1
5

人
(

抽

選
)

。
申

し

込

み

時

に

子

ど

も

の

氏

名
(

フ

リ

ガ

ナ
)

、
生

年

月

日

を

連

絡

期

限
=
5

月
2

日

消

印

有

効

申

・
問

先
=

男

女

参

画

プ

ラ

ザ

〒
1
2
3
・
0
8
5
1

梅

田
7
-
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
　
　
　

胆
(
3
8
8
0
)
0
1
3
3

□
d
a
n
j
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

表5　 あだち女性大学日程一覧

※いずれも木曜日、時間は午前10時～正午

区
民
教
養
講
座
「
明
治
初
年
の

教
育
と
平
田
国
学
の
影
響
」

日
時
=
4
月
2
3日
向
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

※
受
け
付
け
開
始

は
午
後
1
時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

講
師
=
熊

沢
恵
里
子
氏
(
東
京
農
業
大
学
助
教

授
)

定
員
=
8
0人
(当
日
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

郷
土
博
物
館(

3
6
2
0
)
9
3
9
3

N
P
O
入
門
講
座
「
活
動
の
現

場

か

ら

」

日
時
=
4
月
2
2日
出
、
午
後
2
時
～
4

時

内
容
=
N
P
O

の
基
礎
的
知

識
に
つ
い
て
の
講
義
/
宅
老
所
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
N
P
O

の
活
動
紹
介

講
師
=
大
久
保
信
之

氏
(
N
P
O

法
大
く
ま
(

ウ
ス
代

表
)

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
、
電
話
番
号
、「
4
月

2
2
日

入

門

講

座

希

望

」
を

連

絡

場

・
申

・
問

先
=
N
P
O

活

動
支

援

セ
ン

タ
ー
(

火
～

土
曜

日

、
午
前
9

時

～
午

後
8

時

開
館
)

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
　
　

砌
(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

H
n
p
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(
意
見
募
集
)

特
別
支
援
教
育
の
在
り
方

に
つ
い
て
(
検
討
素
案
)

障
害

の
あ

る
児
童

・
生
徒

一
人

ひ

と

り
に

対
し

て

、
適

切

な
教

育
的

支

援

を
行

う

「
特

別

支
援

教
育

」
へ

の

転

換

を

図

る
た

め

、
「
足

立
区

に

お

け

る
特

別
支

援
教

育

の
在

り

方
に

つ

い
て

」検

討
素

案

を
ま

と
め

ま
し
た

。

こ

の
素

案
に

つ

い
て

、
意
見

を
募

集

し

ま
す

。
素

案
は

、
学

務
課

で
配
付

す

る
ほ

か

、
区

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

で

も

ご
覧

に

な

れ

ま

す
。

対

象
=

区

内

在
住

・
在
勤

・
在

学

の
方

ま
た

は

区
内

に

事
業

所
を

持

つ
法
人

・
そ

の

他

団
体

申

込
=
l

へ
郵

便
、

フ

ァ
ク

ス

・
E

メ

ー
ル
で

、
住

所

、
氏

名

ま

た
は
名
称
(

法
人

・
団

体
な

ど

は

代

表

者

氏

名
)

、
電

話
番

号

、
意

見

を
連

絡

※
意
見

に

つ

い
て
は

、

氏

名
な

ど

の
個
人

情
報

を
除

き

、
公

表

す

る
場
合

あ
り

募
集

期

限
=
4

月
2
4
日

消
印
有

効

申

・
問

先
=

学

務

課
特

別
支
援

教
育

対
策

(
3
8
8
0
)
5
9
2
0

鋸
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

E
g
a
k
u
m
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h

一
、t
o
k
y
o
.
j
p

暮
ら

し

「
N
P
O
専
門
相
談
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

日
時
=
毎
週
火
～
土
曜
日
、
午
後
3

時
～
8
時
(
祝
日
を
除
く
)

対
象
=
N
P
O

法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
市
民
活
動
団
体
な
ど

内
容
=
N
P
O

法
人
の
設
立
や
会
計
・
労

務
・
運
営
の
相
談
に
税
理
士
・
行
政

書
士
な
ど
の
資
格
を
持
つ
専
門
相
談

員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

利
用
回
数
=
1

団
体
に
つ
き
年
3
回
ま
で
(
1

回
1
時
間
程
度
)
申
込
=
相
談
希

望
日
の
1
4日
前
ま
で
に
電
話
ま
た
は

窓
口
で
予
約

場
・
申
・
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
(
火
～
土

曜
日
、
午
前
9
時
～
午
後
8
時
開

館
)

　
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

消
費
生
活
問
題
な
ど
の
勉
強

会
へ
講
師
を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
た
2
0人
以
上
の
団
体

内
容
=

悪
質
商
法
の
手
口
と
予
防
/
食
育
/

綾
瀬
川
の
環
境
保
全
ほ
か

※

テ
ー
マ
、
講
師
な
ど
は
相
談
し
て
決

定

申
込
=
電
話

費
用
=
講
師
費

用
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
負
担
、
(限

度
額
あ
り
)
場
所
は
申
請
者
が
用
意

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

ひ
ろ

ば

=
会
員
募
集
=

☆
大
正
琴
を
楽
し
む
会

毎
月
第
2

・
4
金
曜
日
、
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
な
ど
/
月
額
3

千
3
0
0
円
(
入
会
金
な
し
)
/
松
山

　
0
9
0
(
9
3
7
1
)
7
3
0
0

=
催
し
物
=

☆
田
中
静
香
バ
レ
エ
研
究
所
「
創
立
3
0

周
年
記
念
発
表
会
」
4

月
3
0日

日
、
午
後
3
時
3
0分
開
演
/
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/

ド
ン
ー
キ
ホ
ー
テ
全
幕
ほ
か
/
無
料

田
中

　
(
3
8
8
0
)
7
2
2
3

☆
映
画
「
心
の
杖
と
し
て
鏡
と
し

て
」
と
座
談
会
「
精
神
と
ア
ー
ト
」
4

月
2
2日
土
、
午
後
1
時
3
0分
開
場
/

竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
4
階
/

先
着
3
0
6
人
/
無
料
/
木
本

0
8
0
(
6
5
5
5
)
2
7
7
8

掲

示

板

□

自

衛

隊

幹

部

候

補

生

募

集

試

験

日
=

▽
1

次

…
5

月
2
0

日

・
2
1

日

▽
2

次

…
6

月

下

旬

受

験

資

格
=

▽

一

般

・
技

術

…
2
0

歳

以

上
2
6

歳

未

満

で

大

学

卒

業

程

度

の

学

力

を

有

す

る

者
(

大

学

院

修

士

課

程

終

了

者

は
2
8

歳

未

満
)

▽
歯

科

・
薬

剤

…
2
0

歳

以

上
3
0

歳

未

満
(

薬

剤

は
2
6

歳

未

満
)

で

、

大

学

の

専

門

課

程

を

卒

業

し

た

者
(

見

込

み

含

む
)

申

込
=

電

話

、E

メ

ー

ル

で

住

所

、
氏

名

、

電

話

番

号

を

連

絡

期

限
=
5

月
1
2

日

申

・

問

先
=

自

衛

隊

足

立

募

集

事

務

所
(
3
8
8
1
)
8
0
9
6

図
t
k
y
p
l
o
3
3
@
o
r
i

〇
コ
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

□

西

新

井

消

防

ふ

れ

あ

い

ま

つ

り

日

時
=
4

月
2
9

日

㈲

、
午

前
1
0

時

～

午

後
2

時

内

容

―

は

し

ご

車

の

体

験

乗

車

、
家

庭

用

防

災

機

器

の

展

示

ほ

か

場

・
問

先
=

西

新

井

消

防

署
　

(
3
8
5
3
)
0
1
1
9

□

「
こ

ん

な

と

き

ど

う

す

る
!

」

遺

言

と

相

続

日

時
=
4

月
1
5

日

出

、
午

後
1

時

～
3

時

場

所
=

弁

護

士

会

館
2

階

講

堂
(

千

代

田

区

霞

ヶ

関
I
-
I
-
3
)

内

容
=

大

洋

孝

征

氏
(

弁

護

士
)

と

長

岡

杏

子

氏
(
T
B
s

ア

ナ

ウ

ン

サ

古

に

よ

る

遺

言

と

相

続

に

関

す

る

対

談

定

員
=
3
0
0

人
(

当

日

先

着

順
)

問

先
=

家

庭

法

律

相

談

セ

ン

タ

ー

　
(
5
3
1
2
)
5
8
6
0

□
短
期
講
習
会
の
お
知
ら
せ

対
象
=
勤
労
中
の
都
内
在
住
者
と
都

内
在
勤
者

内
容
=
い
ず
れ
も
試
験

の
受
験
対
策

▽
①
…
第
2
種
電
気

工
事
士
(
実
技
)

▽
②
…
第
1
種
電

気
工
事
士
(
学
科
)

▽
③
…
第
3
種

電
気
主
任
技
術
者
(
法
規
)

▽
④
…

家
具
製
作
(
I
・
2
級
)

申
込
=
科

目
ご
と
に
往
復
(
ガ
キ
で
住
所
、
氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
電
話
番
号
、
勤

務
先
の
名
称
・
住
所
・
電
話
番
号
、

希
望
講
座
名
を
明
記

申
し
込
み
期

間
=
5

月
1
日
～
1
0日
(
必
着
)

申

。問
先
=
都
・
足
立
技
術
専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
在
宅
重
症
心
身
心
身
障
害
児
(

者
)
訪
問
事
業
の
従
事
者
募
集

対
象
=
心
身
共
に
健
康
で
、
重
症
心

身
障
害
児
(
者
)
の
看
護
に
理
解
あ

る
6
0歳
ま
で
の
看
護
師
ま
た
は
保
健

師
免
許
有
資
格
者

期
限
=
5
月
3
0

日

申
込
=
電
話

申
先
=
東
部
訪

問
看
護
事
業
部(

5
9
9
5
)
5
0
3
5

問
先
=
都
・
福
祉
保
健
局
障
害
者
施

策
推
進
部
療
育
課

(
5
3
2
0
)
4
3
6
0

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

日
時
=
5
月
1
3日
・
2
0日
・
2
7日
、

い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
後
1
時
～
4

時

対
象
=
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
希
望
者

内
容
=
車
い
す
の
操
作
、
食
事
の
介

助
ほ
か

場
・
申
・
問
先
=
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
足
立
新
生
苑

(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

ケーブルテレビ足立( 9CH) で放送中

『情報キャッチ! !
好きです。あだち』

番組案内
ひかっち

今回の番組( 4/ 10 ～16) は、

「健康長寿の秘訣
～活動的な85歳を目指して～」

1 日2 回放送( 午後0時30分、午後6時)

今回の番組は 、ビデオ広報「ルックi n
あだち」の最新作をお届けします。
世界有数の長寿国、日本。4 月 か

ら介護保険法も改正され、介護予防
に重点を 置いた取り組 みが注目され
ています。「いつまでも心身共に健
康でいたい」そんな 、だれもが描く
願いを実現させるには何をすればよ
いのでしょうか。活動的な高齢者を
めざし て、自 分らしくいきいきと生
活するためのヒントを紹介します。

《広 報係 》
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調
べ
て
、
作
っ
て
、

危
険
を
避
け
る

親
子
で
作
ろ
う
「
ち
い
き
安
全
マ
ッ
プ
」

近
年
、子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
多
く
起
き
て
い
ま
す
。
子
ど

も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
自
身
が
「
危
険
な
場
所
」
に
気

付
き
、
危
険
を
避
け
る
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

新
学
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
、
親
子
で
「
ち
い
き
安
全
マ
ッ
プ
」
を
作

り
(
図
1
-
)
、
通
学
路
や
遊
ぶ
場
所
な
ど
の
子
ど
も
の
生
活
圏
を
把
握
す
る

と
共
に
、
地
域
の
中
の
「
危
険
な
場
所
」
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
特
集
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
千
住
児
童
館
・
老
人
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

注
意
す
る
の
は

「
危
険
な
場
所
」

犯
罪
の
起
き
る
場
所
に
着
目
し
、

犯
罪
を
実
行
す
る
機
会
を
な
く
す
こ

と
で
、
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
考
え
方
(
犯
罪
機
会
論
)
が

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
に
「
不
審
者
に
注
意
し
よ

う
」
と
教
え
て
も
、
実
際
に
不
審
者

か
ど
う
か
を
見
分
け
る
こ
と
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は

「
人
間
」だ
け
で
な
く
、「
危
険
な
場

所
」
に
注
意
す
る
よ
う
、
子
ど
も
た

ち
に
教
え
る
こ
と
で
す
。

「
ち
い
き
安
全
マ
ッ
プ
」

づ
く
り
で
注
意
力
向
上

実
際
に
地
域
を
歩
い
て
危
険
な
場

所
を
見
付
け
、
子
ど
も
自
身
に
気
付

か
せ
る
の
が
「
ち
い
き
安
全
マ
ッ

プ
」
作
り
の
目
的
で
す
。
マ
ッ
プ
作

り
を
し
た
子
ど
も
は
、
危
険
な
場
所

は
避
け
る
よ
う
に
な
る
上
、
危
険
な

場
所
を
通
る
場
合
は
、
注
意
力
を
高

め
る
な
ど
、
危
険
を
避
け
る
力
が
身

に
付
き
ま
す
。
結
果
と
し
て
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

マ
ッ
プ
作
り
を
す
る
と
き
、
保
護

者
は
子
ど
も
の
生
活
圏
を
知
る
た
め

に
も
、
学
校
へ
の
通
学
路
だ
け
で
な

く
、
友
達
の
家
ま
で
の
経
路
や
子
ど

も
の
遊
び
場
所
な
ど
、子
ど
も
と
一

緒
に
地
域
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
な
ぜ
そ
の
場
所
が
危
険

に
思
う
か
な
ど
を
、
子
ど
も
と
話
し

合
い
な
が
ら
作
る
と
効
果
的
で
す
。

大
人
が
協
力
し
、「
夜
の

危
険
」
も
確
認

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
自
身
の
危
険
を
回
避
す

る
能
力
を
高
め
る
と
共
に
、
犯
罪
者

が
入
り
に
く
い
地
域
づ
く
り
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

大
人
が
協
力
し
て
「
夜
間
の
危
険
な

場
所
」
を
探
す
「
ち
い
き
安
全
マ
ッ

プ
」
を
作
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

「
公
園
の
茂
み
、
ト
イ
レ
の
裏
な

ど
に
暗
い
場
所
が
あ
る
」「
電
球
が

切
れ
て
い
る
街
灯
が
あ
る
」
な
ど
、

夜
間
独
特
の
目
線
で
気
付
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

危
険
な
場
所
を
把
握
し
、
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、

犯
罪
の
起
き
に
く
い
、
犯
罪
者
が
入

り
に
く
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
に
優
し
い
ま
ち
は
、

み
ん
な
に
優
し
い
ま
ち

「
ち
い
き
安
全
マ
ッ
プ
」
を
作
る

こ
と
は
、
ま
ち
全
体
の
安
全
意
識
を

高
め
ま
す
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や
障
害

が
あ
る
人
な
ど
、
様
々
な
人
に
と
っ

て
も
暮
ら
し
や
す
く
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
に
な
る
と
言
え
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
、
自
ら
の
手
で
安
心

し
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

図1　「ちいき安全マップ」作成例

マップを作って、犯罪に遭わ
ない力を身に付けよう
子どもをねらっている犯罪者は、まず「襲いやすい場

所」を探し、次に「襲いやすい人」を探します。つまり、
事前に「危ない場所」を把握し、そこには行かなければ、
襲われる可能性も少ないということです。
「危ない場所」は、マップ中の①のように「だれでも
入りやすい場所」と「周りから見えにくい場所」です。
まちの中の「だれでも入りやすい場所」と「周りから

見えにくい場所」を探して、どうしてその場所を危険と
思ったかを考えて、②のように理由も加えてマップを書
いてみましょう。
マップを作るときは、③のように、交番や「こども110

番の家」など、安心な場所も見付けておきましょう。

マニュアルができました

千住児童館では、「親
子で作ろう　ちいき安全
マップマニュアル」「ち
いき安全マップ別冊　障
害のある子もない子も地
域で安全に暮らすため
に」などを作りました。
この冊子は、千住児童館
で閲覧できます。

小
学
生
の
下
校
時
に
安
全

放
送
を
行
い
ま
す

小
学
生
の
下
校
時
の

安
全
を
守
る
た
め
、
防
災
無
線
を
使

っ
た
安
全
放
送
を
行
い
ま
す
。
放

送
日
時
=
4
月
1
0日
～
7
月
1
0日
の

毎
週
月
曜
日
、
午
後
1
時

※
下
校

時
間
は
学
年
や
月
で
異
な
り
ま
す
。

放
送
内
容
=
「
こ
ち
ら
は
足
立
区
教

育
委
員
会
で
す
。
ま
も
な
く
小
学
校

低
学
年
の
下
校
時
間
で
す
。
子
ど
も

へ
の
見
守
り
や
声
掛
け
に
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
問

先
=
教
育
政
策
課
教
育
政
策

(
3
8
8
0
)
5
9
6
2

「
あ
な
た
の
年
金
か
増
え
る
」

甘い
誘
い
に
注
意

「
社
会
保
険
労
務
上
を
名
乗
る
人

が
や
っ
て
き
て
、「
昔
こ
ん
な
会
社

に
勤
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
年

金
が
増
え
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
。

同
行
し
て
社
会
保
険
事
務
所
で
手
続

き
を
し
、
年
金
は
増
額
さ
れ
た
が
、

高
額
の
手
数
料
を
要
求
さ
れ
た
」

こ
ん
な
相
談
が
消
費
者
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
社
会
保
険
労

務
士
が
、
年
金
裁
定
請
求
の
勧
誘
訪

問
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社

会
保
険
労
務
上
の
資
格
を
偽
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
不
審
な
場
合

は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
日
時
=
毎
週
月
～

金
曜
日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
4
5

分

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

「
千
住
一
丁
目
創
業
支
援
館
」

の
愛
称は
「か
が
や
き
」

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
(
千
住
1
-
4
-

士

に
で
き
る
創
業
支
援
施
設

「
千
住
一
丁
目
創
業
支
援
館
」
の
愛

称
は
、
多
数
の
応
募
の
中
か
ら
「
か

が
や
き
」
(久
米
晃
代
さ
ん
、松
井
久

子
さ
ん
、
中
島
志
津
子
さ
ん
く
い
ず

れ
も
区
内
在
住

〉
の
作
品
)
に
決
定

し
ま
し
た
。「
か
が
や
き
」が
、多
く

の
優
良
企
業
を
生
み
出
す
施
設
に
な

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ

う

。
問
先
=
創
業
支
援
係

(
3
8
7
0
)
8
4
0
0

研
修
や
グ
ル
ー
プ
学
習

な
ど
に
、
講
座
の
出
前

対
象
=
地
域
団
体
、
企
業
、
幼
稚

園
、
保
育
園
、
学
校
な
ど

内
容
=

男
女
の
生
き
方
や
働
き
方
/
夫
婦
間

や
子
育
て
の
悩
み
/
女
性
へ
の
暴
力

ほ
か

講
師
=
大
学
教
員
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
医
師
な
ど

※
開
催
時

期
、
場
所
、
テ
ー
マ
な
ど
相
談
に
応

じ
な
が
ら
派
遣

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
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